
 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時  平成 29 年 11 月 17 日 10：50～11：40 

２ 学 年  第１学年１組 （男子 18 名 女子 19 名 合計 37 名） 

３ 場 所  美術室 

４ 題材について 

○ 本題材は，色料の三原色や色の三属性など，色の基礎知識を学ぶことから始まる。その知識を  

もとにして，ポスターカラーを混色していくことで判明した混色のポイントを，班活動によってまと

め，「混色レシピ」を制作する。生徒自らで考えた「混色レシピ」をもとに，自分がイメージした色を

混色によってつくりだし，共同制作で屏風として作品にすることで，明度や彩度による色の微妙な違

いや，混色によってつくられた色の良さを味わう活動を行う。 

本時の活動では，生徒が具体的に感じ取ったり，イメージしたりするために着物と金屏風を用意す

る。着物の背景に置く金屏風へ，混色した色を塗った和紙を貼り付けて作品に仕上げる。着物に合う

色相・明度・彩度をイメージし，言葉で表す。言葉で表した色をポスターカラーで混色し，理想の色

を表現する。この活動を通して，色彩の性質を理解し，豊かに発想し構想する能力や色彩による表現

の技能を身に付け，意図に応じて創意工夫し美しく表現する能力を育てる。 

 

○ 本学級の生徒は，アンケートで次のように答えている。 

美術の授業に満足しています。 肯定的回答 100％ 

授業では解決しようとする課題について，「たぶんこうではないか」，「こ

うすればできるのではないか」と予想しています。 

肯定的回答 79％ 

授業では，友だちと話し合うなどして，自分の考えを深めたり，広げた

りしています。 

肯定的回答 94％ 

以上の結果から，美術に対しての意欲が非常に高い。また，表現活動に積極的な生徒が多く，特に

目的が明確な活動に関してそれが顕著である。班活動やお互いの作品を鑑賞する時間においては，お

互いの個性を認めるような発言や振り返りが多く見られる。自分の美意識や価値意識を，他者と共有

することが自然とできている。しかし，課題について予想をたてて活動しているかという問いについ

て，他のアンケートに比べて肯定的回答が少なかった。予想をたてたり，想像したことを形にすると

いう点で課題があることが分かる。 

 

○ 指導に当たっては，色彩から感じ取ったことをもとに，生徒がイメージを膨らませ，自分がふ

さわしいと感じる色を試行錯誤してつくりだす意欲や態度を重視する。また，班活動によって各々が

屏風にふさわしいと思う色を交流させることで，既習知識を使って他者と意見を交わしたり，互いの

美意識に触れたりする活動を行う。生活の中に色彩はあふれている。だが，生徒がその事を意識する

瞬間は多くない。または，気付かないで終わることもある。混色をすることで感じることのできる些

細な色彩の違いやに気付き，生活を豊かに彩る色彩の美しさを実感させたい。 

 

 

美術科 第１学年 尾道市立日比崎中学校 指導者 石﨑 正恵 

   
 
 
 
 

題
材
名 

本題材で育成する資質・能力  

「見つけよう，美」  
～日比崎「伝統色」屏風～ 

（教科）色彩の性質を理解し，表現や鑑賞の能力を高める 

（学校）表現力，コミュニケーション能力，主体性 



５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は，「表現力，コミュニケーション能力主体

性」である。この目指す資質・能力を育成するためには，各教科，領域等の授業における「展開場面」

において，生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に，生徒が主体

的に活動するためには，「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え，研究

を重ねている。 

本題材においても，「解決したい」或いは「達成したい」学習課題を設定し，学習班で考えを何度

も練り直させ，思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタイルをとって

いる。 

 

 
資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ 

知
識
・
ス
キ
ル 

授業の展開の場面で（ミニホワイトボード等を使用して） 

表現力・ 
コミュニケー
ション能力 

（話す） 
自分の考えや意見を，自
分のことばで，表現する
ことができる。 

わかりやすく（伝える） 
自分の考えや意見を，わ
かりやすくまとめ，自分
のことばで，表現するこ
とができる。 

（説得する） 
自分の考えや意見を，わ
かりやすくまとめ，目的
や場に応じて，適切な方
法で，表現することがで
きる。 

（聞く） 
相づちを打ちながら，途
中で口をはさまず，聞い
ている。 
 

（聴く） 
話の組み立て構造を考え
ながら，相手の意図や要
点を整理しながら，聴く
ことができる。 

（訊く） 
相手の考えについて根拠
の信頼性を判断しなが
ら，訊くことができる。
話された内容と自分の意
見をふまえて疑問点を明
確にし，相手にたずねる
ことができる。 

聞いて質問することがで
きる。 
（やりとり 1回） 

さらに深めた質問ができ
る。 
（やりとり２回） 

質問の後に自分の意見を
述べ，内容を深めること
ができる。 
（やりとり３回以上） 

意
欲
・
態
度 

主体性 
課題に対して，自分の考
えを持ち，取り組もうと
している。 

課題に対して，自分の考
えを持ち，自ら進んで，
取り組もうとしている。 

自ら課題を見つけ，自分
の考えを持ち，よりよい
方法を選択し，自ら進ん
で，取り組もうとしてい
る。 

 

６ 目 標 

 ○色の性質を理解し，イメージした色をつくりだすことができる。  

 

７ 題材の評価規準 

美術への 

関心・意欲・態度 
発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

・色彩の美しさを味わ

おうとしている。 

・混色によって主体的

に表現しようとする。 

・感性や想像力を働か

せて豊かに発想し，着

物の背景にふさわし

く美しい色彩を考え

表現の構想を練って

いる。 

・色の性質についての

知識を生かして，着物

に合う色彩をつくる

ことができる。 

・感性や想像力を働か

せて，色彩のよさや美

しさなどを感じ取り

味わっている。 



 

８ 指導計画（全７時間） 

 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

 ○色の性質を理解し，イメージした色をつくりだすことができる。 

  朱鷺
と き

色・藍色・茄子
な す

紺
こん

色・茜色・鈍
にび

色・鶸
ひわ

色・亜麻
あ ま

色・瑠璃色・象牙色などの伝統色を基準と 

過 
程 

次 学習内容（時数） 
観 点 評  価 

関 
意 

発
想 

技
能 

鑑
賞 

評価規準 
資質・能力（評価

方法） 

プロローグ（単元を貫く問い） 川瀬巴水の版画を美しいと思うのはなぜだろう？ 

課
題
の
設
定 

１ 

 
色料の三原色
について 
（１時間） 
 

○    
 

○色料の三原色・光の三原色について理
解している。 

 
【主体性】（ワーク

シート） 

情
報
収
集 

２ 
色の三属性について 
 
（１時間） 

○    ○色の三属性について理解している。  
【主体性】（ワーク

シート） 

３ 

ポスターカラ
ーを混ぜて，
混色レシピを
考える。 
（１時間） 
 

○  
 
○ 

 
 
 

 ○ポスターカラーを混ぜて新たな色をつ
くろうとしている。 

○ポスターカラーを混ぜてどんな色がで
きるか想像している。 

 

 
【表現力・主体性】
（ワークシート） 

整
理
・
分
析 

４ 

・混色レシピから分か
ったことを個人でま
とめる。 

・個人で考えたことを
班で話し合う。 

（１時間） 

 
 
 
○ 

  ○ 
 

○混色した色から，色の性質を言葉でま
とめることができる。 

 
○考えたことを，班で共有し，新たなポ

イントを発見することができる。 

 
【コミュニケーシ

ョン能力・主体
性】（ワークシー
ト） 

５ 

混色レシピから分かっ
たまとめを発表す
る。 

（１時間） 

○    ○班で話し合ったことを，分かりやすく
発表することができる。 

○他者の意見を聞き，自分の考えを深め
ようとしている。 

 
【コミュニケーシ

ョン能力・主体
性】（発表・ワー
クシート） 

ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

６ 
 

川瀬巴水の版画ポスタ
ーを鑑賞し，日本の伝
統色について知る。 
（１時間） 

○ 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

◎ ◎版画作品を鑑賞し，伝統色の良さや美
しさを味わおうとしている。 

【主体性】（ワーク
シート） 

７ 

混色レシピをもとに，
伝統色を生かした屏風
をつくる。 
（１時間）【本時】 

○  
 
◎ 

 
 
 
 
 
◎ 
 

 ○既習事項を手がかりに，混色しようと
している。 

◎着物から受けたイメージをもとに，ふ
さわしい色を考え，言葉で表現する事
ができる。 

◎言葉で表現した色を，混色によってつ
くりだすことができる。 

【表現力・コミュニ
ケーション能力・主
体性】（行動観察・
ワークシート・作
品） 

実
行
・
振
り
返
り 

８ 

屏風を鑑賞する。 
（１時間） 

○   ◎ ○作品を鑑賞し，よさや美しさを味わお
うとしている。 

【表現力・コミュニ
ケーション能力・主
体性】（発表・ワー
クシート・行動観
察） 

エピローグ（単元を貫く問いの解決） 川瀬巴水の版画で表現される色彩の豊かさが鑑賞者に多様な美 
                  意識をわきたたせるため。 



  して，明度や彩度を工夫することができる。 

（２）本時の評価規準 

  ・既習事項を手がかりとし，イメージした色を混色してつくりだすことができる。 

（３）準備物 

  川瀬巴水の版画ポスター，絵の具道具，ペーパーパレット，和紙，金屏風，着物，ワークシート 

（４）学習の流れ（６時間目／全７時間） 

学習活動 
指導上の留意事項（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて）  

評価規準〔観点〕 

★資質・能力（評価方法） 

１ 既習事項の確認。［５分］ 

・どんなところが素敵だと

思うか考える。 

 

◇川瀬巴水のポスターをはる。 

◇混色のポイントをまとめた「混色レシピ」

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題を設定する。［２分］ 

 

 

 

 

 

 

 

◇着物を見せる。授業者が着物を着て登場

し，金屏風の前に立つ。 

 

 

 

◇混色をして，着物の背景に置く屏風を装

飾することを伝える。 

 

３ ねらいを確認する。［１分］ 

  

 

 

 

 

 

 

 

４ 情報を整理・分析し,課題解決をする。［8 分］ 

・着物の背景に合う色を考

え，言葉で書く。 

 

 

・イメージを班で交流する。 

◇色相・明度・彩度を意識して色をイメー

ジするよう促す。 

◆資料を使って，色相・明度・彩度につい

て確認をする。 

◇互いの美意識を尊重させる。答えはひと

つでなくてよい。 

・感性や想像力を働かせ

て豊かに発想し，着物の

背景にふさわしく美しい

色彩を考え表現の構想を

練っている。 

★表現力・コミュニケー

ション能力（話し合い） 

５ 混色をする。［20 分］ 

・絵の具の準備をする。 

・「混色レシピ」をもとに，

イメージした色をつく

る。 

・完成した色を和紙に塗る。 

 

◇和紙とペーパーパレットを配布する。 

◇イメージと予想を持って混色させ，予想

と違った色ができた時には，「混色レシ

ピ」を見直して再度混色させる。 

 

・色の性質についての知

識を生かして，着物に合

う色彩をつくることがで

きる。 

★表現力（ワークシート） 

ねらい 
色の性質を理解し，イメージした色をつくりだすことができる。 

学習課題 
着物の背景にふさわしい色をつくろう。 
日比崎「伝統色」屏風を完成させよう。 

 



 

 ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 記述語 

A（理想的） 明度・彩度の違いによって，色の感じが変わることに気付いた。また，色相を

合わせたり，色相環を使って色と色がどういう関係に位置するのか意識したり

することで，色の組み合わせによる調和が取れることが分かった。 

（既習事項を使って振り返りができている。） 

B（合格） 明るさを意識して混色することで，着物の色に合う色を考えることができた。

明るい色はきれいだと思った。 

（既習事項を意識して振り返りができている。） 

C（乗り越えさせた

い実態） 

きれいで着物に似合う色ができた。これからも，いろんな色をつくっていきた

い。（既習事項を使って振り返りができていない。） 

 

（５）板書計画 

６ 屏風を完成させる。［10 分］ 

・屏風に和紙を貼り付ける。 ◇生徒作品を屏風に貼り付ける。  

７ 屏風を鑑賞し，振り返りを書く。［５分］ 

・着物と屏風を合わせて鑑

賞をする。 

・振り返りを書く。 

 

 

 

◇伝統色を基準に，たくさんの色ができた

ことに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

  

 学習課題着物の背景にふさわしい色をつくろう。 ねらい色の性質を理解し，イメージした色をつくりだすことができる。 

日本の伝統色 混色レシピ 

  色相… 

  明度… 

  彩度… 

生徒の振り返り 
・明度・彩度の違いによって，色の感じが変わることに気付いた。また，色相を合わせたり，色

相環を使って色と色がどういう関係に位置するのか意識したりすることで，色の組み合わせによ

る調和が取れることが分かった。 
・明るさを意識して混色することで，着物の色に合う色を考えることができた。明るい色はきれ

いだと思った。 
 

ポスター 

 


